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※提言は17～18ページに掲載。
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うなのかという相対価値でも判断

していく必要があるでしょう。

もうひとつ、ガバナンス機能の

強化も忘れてはなりません。内部

監査の機能として『PDCAサイク

ル確立』と『国家戦略本部による

予算執行の評価・監視』、外部監査

の機能として『参議院における本

格的な決算審議の制度化』と『政

策・会計デューデリジェンス組織

の新設』を提案しました。経済財

政諮問会議を司令塔にして予算編

成を行い、国家戦略本部が予算執

行をきちんと評価し翌年度の予算

編成に反映していく、というPDCA

サイクルを実現させ、予算至上主

義から評価・決算至上主義に変え

ていかなければなりません。

今回は、新しい中央政府の全体

設計について提言しましたが、意

見交換を行った政治家や官僚にも

評価してもらっています。新しい

中央政府のあり方については、政

治家や官僚のみならず、経済人や

各種専門家の叡智を結集し、国民

的議論を深めながら、オールジャ

パンで取り組んでいくべきではな

いでしょうか。

20世紀後半以降、日本を取り巻

く内外の環境は複雑化しています。

こうした状況において、舵取りを

する中央政府はどうあるべきか―

―。それは、過去の延長線ではい

けないというところから議論がス

タートしました。

これまでの中央政府は、省庁と

いう縦割りの組織の集合体、いわ

ば、省庁の利益代表の集まりだっ

たわけです。しかし、最優先され

るべきは国益です。そこで、バラ

バラの“縦”と“横”を統合し、国

家全体がどうあるべきかを組織横

断的に立案・調整する『国家戦略

本部』の創設を提言しました。

提言では、役割と機能を再定義

した新しい中央政府を、「首相力」

を軸にした戦略的な組織であるべ

きだとしましたが、その設計思想

は7つのキーワードに集約されます

（17～18ページ参照）。

これらのキーワードは将来にわ

たって陳腐化しないという自負が

ありますが、なかでも重要なのが

「戦略性」です。前提として、目指

すべき国家のあり方を国民にわか

りやすく提示しなければなりませ

んが、その目標に向けて、政府全体

が連携・連動した“質の高い戦略

と確実な実行”が必要となります。

また、戦略的であるということ

は、絶対価値向上に加え、相対価

値向上にも重きを置くということ

だと考えています。“GDPが前年比

○％”といった絶対価値の向上は

今後も重要ですが、他方では、中

国などのように日本よりも高い成

長を遂げているグローバルな競争

相手がいるわけです。こうした諸

外国との比較において、日本はど

未来志向かつ戦略性に富んだ
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